
 

 
 
 
 
○募集期間   平成２５年１２月１６日（月）～平成２６年１月２２日（水） 

 

○意見提出者数 ４人 

 

○意見件数   １１件 

 
意見分類 意見件数 

用語の定義に関すること 1 

いじめ防止等の対策のための基本理念に関すること 2 

いじめ防止等のために市が実施する施策に関すること 2 

いじめ防止等のために市立小中学校において実施する施策に関すること 5 

その他 1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「（仮称）相模原市いじめ防止基本方針（案）」

に対する意見と市の考え方 
 



№ 意見の内容 市の考え方 

用語の定義に関すること 

1  本方針を拝見すると、「地域」についての位

置づけが不明確となっていますので、町内

会・自治会、商店街、ＮＰＯ法人、その他の市

民活動団体など、用語の定義の中できちんと

市の考え方を位置づけておいた方が良いの

ではないかと考えます。 

 また、市は、「地域」に対してどの様な事を

求め、そして期待しているのかを、具体的に

本方針の中に盛り込んだ方が望ましいので

はないかと考えます。 

 基本方針においての「地域」とは、組織や

団体だけでなく、各学校の周辺にお住まいの

方や働いている方を含めたすべての人を含

んでおります。このことから、改めて用語の定

義の中に位置づけることは考えておりませ

ん。 

 また、「地域」との連携につきましては、「第２

－１－（２）－②に家庭、学校及び地域が連

携した見守り・活動の場づくりを明記しており

ます。 

  

いじめ防止等の対策のための基本理念に関すること 

2  「第１－３ いじめ防止等のための対策の基

本理念」の第一に、この基本方針がただ単に

「いじめ防止」を単独の目的としたものではな

く、子どもたちの健全で総合的な成長を目指

す教育活動総体の中に位置づいた「いじめ

防止」とすることを示すために、冒頭に次のよ

うな一文を加えたい。 

 『教育本来の目的としての「人格の完成」を

めざす取り組みを推進する中で、自立心、自

己肯定感、自治精神などを育成し、児童等が

自主的・主体的に学校生活を送れるようにす

ることを基本中の基本とする』 

 この基本方針は、いじめの根絶に向けて

「いじめ防止等」の基本的な方針を示すもの

として特化したものでありますが、ご提案いた

だきましたとおり、さがみはら教育の「人が財

産（たから）」の理念に基づく、教育全般から、

「いじめ防止等」を捉えていく視点も、より重

要であると考えております。 

 このことから、いじめの未然防止という観点

だけでなく、解決の主体は児童等であるとい

うことを基本として、周囲の大人が児童等に

寄り添いながら支援し、児童等自身が解決す

る力を身につけていけるよう、「第１－３ いじ

め防止等のための対策の基本理念」に新た

に項目を加え、明確に伝わるような表現に改

めてまいります。 

3  いじめは、子どもの世界で起きることである

以上、「子ども自身の力で解決させること」が

前提である。それは、子ども任せにするという

ことではない。子どもたち自身で解決できるよ

うな手立てを、おとな・教師・学校が指導・助

  いじめや暴力行為に対しては、毅然として

対処していく必要がありますが、同時に一人

一人の児童等の特徴や傾向、背景について

の多角的・多面的な理解に基づいて「支援」

の視点を持ち、 子どもの最善の利益を優先



言するというとらえ方が求められる。 

 いじめを受けた子をまずは守る。そしていじ

めた子の行為を止める。これは言うまでもな

いこと。同時に、双方の言い分を丁寧に聞き

取ることが求められる。このときに、いじめた

子に対して、強圧的な指導は逆効果である。

いじめる子には、その行為は否定しつつ同時

に「なぜそんなことをするのか」という、その子

の行動の背景にある様々な問題について、

教師は深く洞察し、共感的に聞き取ることを

通して、その子への指導課題を明らかにして

いく必要がある。短絡的に「制裁」的な措置を

とるべきではない。 

し、粘り強く関わることが重要であると捉えて

おります。 

  

いじめ防止等のために市が実施する施策に関すること 

4  一つの方法としての提案ですが、「ヘルプ

カード」の様なものを作成し、市内の公共施

設（学校や公民館、こどもセンター、子どもが

集まる場所なども）にボックスとともに設置しま

す。（広報さがみはらや学校などで周知徹底

を図ります） 

 「ヘルプカード」の内容は・助けてください・

話を聞いてください・自由意見が書ける欄（例

えば「誰々さんがたたかれています」など、端

緒になるようなことが書けるような欄）を設けま

す。 

 ○を付けたり、書かれたカードは、その子か

らみて渡したい人（信頼できる人）に渡し、カ

ードを受け取った人は、相談にのったり学校

や教育委員会、警察へ通報したりできるよう

な仕組みを、市内で作り上げていければと思

います。 

 直接助けを求められればそれも良いです

し、言いにくい場合はボックス内に入れてもら

い、学校や教育委員会などで回収し、適切な

 いじめを早期に発見するためには、子ども

が気軽に相談できる窓口を開設し、その周知

を図ることが重要であると捉えております。 

 本市におきましては、いじめ相談ダイヤルを

開設いたしましたが、今後、ご提案いただい

た「ヘルプカード」の取組も参考にさせていた

だき、より有効な相談窓口のあり方について

検討してまいります。 



ところへつないでいくことも良いかと思いま

す。 

5  スクールカウンセラーから専門的なカウンセ

ラーへ移行し、カウンセリングを継続して受け

られるような「心のケア」を充実できる仕組みも

必要だと思います。 

 本市におきましては、すでに市内全小中学

校にスクールカウンセラーを配置するととも

に、青少年相談センターにおいて来所相談

を受ける体制をとっております。今後も相談

体制の充実に努めてまいります。 

いじめ防止等のために市立小中学校において実施する施策に関すること 

6  いじめの構造のとらえ方として、「いじめる

子・いじめられる子・観衆・傍観者」などと図式

化されているが、このとらえ方には決定的な

間違いがある。それは「傍観者」と言われる分

類の子どもの中には、「このままではいけな

い。でも自分は何もできない」と心を痛めてい

る子がいることを見落としている。また、「観

衆」に位置づけられる子がいることも否定しな

いが、その子たち自身がそうなってしまった

原因は何なのか、についても深い分析が必

要である。 

 もしかしたら「観衆」の子たちは、当初は自ら

の身を守るために不本意ながら見て見ぬふり

をしていたのかもしれない。そして不本意な

がら「観衆」になって行かざるを得なかったの

かもしれない。つまり、子どもたちを表面的に

いくつかの層に分類するだけでは、子どもた

ちの本当の願いやつらさを知ることはできな

い。 

 大切なことは、表面的に子どもを見たり分類

するのではなく、外に現れる子どもの言動の

背景にある子どもの願いや本音を知る・理解

する。そういう子ども理解の場と時間を教師た

ちがもてることである。学校は、何よりもそのこ

とを優先すべきである。教育委員会など行政

は、子どもに直接関わる業務以外については

 児童等を指導・支援する上で、児童等の人

格の発達に係る一般的な傾向やその特徴に

ついての客観的・専門的な知識を持つととも

に、一人一人の児童生徒の特徴や傾向、背

景についての多角的・多面的な理解に基づ

いて指導に当たることが大切であると捉えて

おります。そのためには、教師が自ら研鑽し

たり、児童生徒と向き合うための時間を確保

することが重要だと認識しております。 

 基本方針の「第2－2（3）いじめの未然防

止」に、教育委員会は、市立小中学校の教職

員が児童等と向き合い、いじめの防止等に適

切に取り組んでいくことができるよう、市立小

中学校と連携して、事務機能の効率化等、学

校運営の改善を支援することを明記しており

ます。 

  



極力現場の負担を軽くしてほしい。 

 また行政は、管理職に対しても個々の教師

の創意を尊重する学校運営を推奨されたい。

自由な意見交換のできる学校こそが、個々の

教師の力を発揮できる上で重要である。 

7  個々の教師が力をつけ、発揮できるために

はゆとりも欠かせない。政令都市となったから

には、市独自の予算措置で、せめて３５人学

級の早期実施を強く要望する。教師が精神

的にゆとりを持ち、時間的にもゆとりをもつこと

でも、一人一人の子どもに丁寧に向き合うこと

ができるし、必要な条件である。 

 条件整備をないがしろにして、現場に「もっ

とがんばれ」というのでは、解決しない。効果

的ないじめ防止条例にするという以上は、条

件整備こそ欠かせぬものであると考える。 

8  いじめを未然に防止したり、早期発見する

ためには、「教員が学級にいる時間をできる

だけ多く」し、子どもの様子を見守ることが、最

も効果的ではないかと受け止めています。 

 したがって、現状よりも教職員の負担が増

すことは避けなければなりませんが、教育委

員会及び学校は、子どもと接する時間がとれ

るように学校運営上努力することが重要であ

り、必要であると思いますので、その事を具体

的な表現で、どこかの項目の中に盛り込んだ

方が、より具体性のある方針になるのではな

いかと考えます。 

9  実効的に取り組みを行うためには、「いじ

め」という言葉自体を使わないようにするな

ど、見直しが必要なのではないでしょうか。 

 社会の中での犯罪行為を「いじめ」でひとく

くりにしないように、大人も思考の変化を求め

 いじめの中には、犯罪行為として取り扱わ

れるべきと認められるものが含まれ、このよう

ないじめの対応に当たっては、早期に警察に

相談・通報の上、警察と連携した対応を取る

必要があることを認識しております。 



られているように思います。 

殴る・蹴るは暴行罪です。脅すは脅迫罪で

す。誹謗・中傷は名誉毀損罪です。 

と、一つ一つが罪であり、罰則があることを子

どもだけでなく、大人にもくり返し伝え、認識

及び再認識していくことが必要なのではない

でしょうか。 

 また、機会を捉えて「犯罪行為として取り扱

われるべきと認められるもの」に当たる行為に

ついて、児童等や教師、保護者の理解を深

めるよう、取り組んでまいります。 

 基本方針の「第2－2（5）いじめへの対処」

に、市立小中学校は、いじめが犯罪行為とし

て取り扱われるべきものであると認めるとき

は、警察署との連携を図ることを明記しており

ます。 

 併せて、保護者や地域にも啓発が必要なこ

とから「第２－1－（2）⑥」に啓発活動を行うこ

とを明記しております。 

10  「第２－２－（３）いじめの未然防止」の第１項

に、子どもの全人格的成長を示すために、次

の表現を補充したい。 

『・教育委員会及び市立小中学校は、児童等

の《自立心、自己肯定感や思考力、問題解

決能力などを育み》豊かな情操と道徳心を培

い、……』 

  ご提案いただきましたとおり、いじめの未然

防止という観点だけでなく、解決の主体となる

児童等に寄り添いながら、児童等自身が解

決する力を身につけていけるよう、「第１－３ 

いじめ防止等のための対策の基本理念」にも

新たに項目を加え、明確に伝わるような表現

に改めてまいります。 

その他 

11  「第２－２－（５）いじめへの対処」の「第１項

のⅱ」で、「いじめを行った児童等に対する指

導及び支援……」と、《支援》を明記したこと

は評価されるべきだと考える。 

 子どもたちの生活関係、人間関係の中で生

じる様々な出来事としてのいじめで、「いじめ

たとされた子」が“犯人”として特定され、取り

締まり的な処分や制裁の対象として固定され

ることは、「いじめ理解」として不完全であり、

本来の教育的営為にも適合しない。故に、

《支援》の明記は大切であり、相模原の教育と

しての対応の特色といえると考えることができ

る。 

 いじめや暴力行為に対しては、毅然として

対処していく必要がありますが、同時に一人

一人の児童等の特徴や傾向、背景について

の多角的・多面的な理解に基づいて「支援」

の視点を持ち、関わることが重要であると捉

えております。 

  



 


